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(57)【要約】
　本発明は、以下を含むアクセスノード（２ａ、２ｂ）
に関する：－　宛先ハードウェアアドレスとそれぞれの
出口インタフェースの間の１対１の関連付けを含む転送
テーブル３２に従ってデータトラフィックを転送するよ
うになされた転送手段３１、－転送テーブルに転送エン
トリを構成するようになされた転送構成手段３３、－　
そこにネットワークアドレスを割り当てるために自動構
成サーバ４と加入者装置の間で交換される自動構成メッ
セージを捕捉するようになされた捕捉手段３４。本発明
によるアクセスノードは、その転送構成手段が捕捉手段
に結合され、特定の加入者装置１の特定のハードウェア
アドレスＭＡＣ＠１に関連する特定の転送エントリの構
成を特定の加入者装置への特定のネットワークアドレス
ＩＰ＠１のリースと同期させるようにさらになされるこ
とを特徴とする。本発明はまた、アクセスノード２ａ、
２ｂ内の転送テーブル３２を自己構成する方法にも関す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　宛先ハードウェアアドレスとそれぞれの出口インタフェースの間に１対１の関連付けを
含む転送テーブル（３２）に従ってデータトラフィックを転送するようになされた転送手
段（３１）と、
　前記転送テーブル中に転送エントリを構成するようになされた転送構成手段（３３）と
、
　そこにネットワークアドレスを割り当てるために自動構成サーバ（４）と加入者装置の
間で交換される自動構成メッセージを捕捉するようになされた捕捉手段（３４）と
　を含み、前記転送構成手段が前記捕捉手段に結合され、さらに特定の加入者装置（１）
の特定のハードウェアアドレス（ＭＡＣ＠１）に関連する特定の転送エントリの構成を前
記特定の加入者装置への特定のネットワークアドレス（ＩＰ＠１）のリースと同期させる
ようになされることを特徴とする、アクセスノード（２ａ、２ｂ）。
【請求項２】
　前記転送構成手段が、前記特定の加入者装置への前記特定のネットワークアドレスの割
当て、それぞれのリリース、と同期して、前記特定の転送エントリに関連する特定のエー
ジングタイマを休止、それぞれ再開する、ようにさらになされることを特徴とする、請求
項１に記載のアクセスノード（２ａ、２ｂ）。
【請求項３】
　前記転送構成手段が、前記特定の加入者装置への前記特定のネットワークアドレスの割
当て、それぞれのリリース、と同期して、前記特定の転送エントリを追加する、それぞれ
削除する、ようにさらになされることを特徴とする、請求項１に記載のアクセスノード（
２ａ、２ｂ）。
【請求項４】
　宛先ハードウェアアドレスとそれぞれの出口インタフェースの間の１対１の関連付けを
含む前記転送テーブル内に転送エントリを構成するステップと、
　そこにネットワークアドレスを割り当てるために自動構成サーバ（４）と加入者装置の
間で交換される自動構成メッセージを捕捉するステップと
　を含む、アクセスノード（２ａ、２ｂ）内の転送テーブル（３２）を自己構成する方法
であって、特定の加入者装置（１）の特定のハードウェアアドレス（Ｍａｃ＠１）に関連
する特定の転送エントリの構成を前記特定の加入者装置への特定のネットワークアドレス
（ＩＰ＠１）のリースと同期化するステップをさらに含むことを特徴とする、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はアクセスノードにおける転送テーブルの自己構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）は元々共用伝送媒体を介して互いに接続された
局（またはホスト）で構成されていた。データはフレームにカプセル化され、次にフレー
ムは伝送媒体を介した（場合によっては複数の物理経路を介した）伝送のために物理信号
に符号化される。最大でも１つの局が所定の時間に伝送することができ、一方、他方の局
はリスニングしている。各局は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）、そして具体的には信号衝
突検出、フレーム描写、ユニキャストまたはマルチキャストアドレス指定、および信号破
損に対する保護を含む。
【０００３】
　リピータ（またはハブ）は、伝送媒体のセグメントを相互接続し、それによってその物
理的仕様が、そうでなければ限度を超えるであろうときにＬＡＮの範囲を拡げるために使
用される装置である。
【０００４】
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　ブリッジ（またはスイッチ）は、２つ以上のＬＡＮを相互接続するために使用される装
置である。ブリッジされたＬＡＮは、以下を提供することができる：
－　異なるＭＡＣタイプのＬＡＮに接続された局間の通信、
－　ＬＡＮの総スループットの増加、
－　ＬＡＮへの許容されるアタッチメントの物理的範囲または数の増加、
－　仮想ＬＡＮ（ＶＬＡＮ）タグを用いてなど、技術的または管理上の理由による物理Ｌ
ＡＮの分割。
【０００５】
　異なるＭＡＣタイプおよびネットワーク接続形態をもつブリッジされたＬＡＮの一例は
、２００２年３月８日にＩｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ（ＩＥＥＥ）によって発行された表題「ＩＥ
ＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｌｏｃａｌ　ａｎｄ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａ
ｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：Ｏｖｅｒｖｉｅｗ　ａｎｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ」、ｒ
ｅｆ．８０２の文献の§６．３．２．６に示されている。
【０００６】
　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ（ＩＥＴＦ）によ
って１９８２年１１月に発行された表題「Ａｎ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｒ
ｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ」、ｒｅｆ．８２６のコメント要求（ＲＦＣ）は
、局が、ＩＰアドレスなどのそれらのネットワーク（または論理）アドレスに基づく、Ｍ
ＡＣアドレスなどの互いのハードウェア（または物理）アドレスを知るために、ＬＡＮま
たはブリッジされたＬＡＮを介してデータを交換することを可能にする方法を開示してい
る。ハードウェアアドレスはＬＡＮまたはブリッジされたＬＡＮを介して特定の宛先また
は特定のソースを一意に識別する。特定のネットワークアドレスを割り当てられた特定の
目標局にデータを送りたい送信局は、その特定のネットワークアドレスをハードウェアア
ドレスに分解する要求をブロードキャストする。その特定のネットワークアドレスを割り
当てられた局は、その要求にそのハードウェアアドレスで応答する。その要求はさらに送
信局のネットワークおよびハードウェアアドレスを含み、それによってリスニング局がこ
の関連付けを学習することができるようにする。互いのハードウェアアドレスが知られた
後は、ピアトゥピア通信が可能である。
【０００７】
　本発明は主としてメトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）に関し、さらに地理的
エリアにまたがり、ユーザにネットワークサービスプロバイダへのおよびさらにファイル
転送、電子メール、ウェブのブラウジング、音声およびビデオ通信、マルチメディアアプ
リケーション、データベースアクセス、トランザクション処理、遠隔プロセス制御などの
多種多様なエンドユーザアプリケーション（またはサービス）のアプリケーションサービ
スプロバイダへのアクセスを提供するアクセス（または集約）ネットワークに関する。
【０００８】
　本発明はさらに具体的には、加入者を集約ネットワークに、そしてさらにはコアネット
ワークに結合させる集約ネットワークの端にあるネットワークユニットである、アクセス
ノードに関する。アクセスノードの一例は、デジタル加入者線アクセス多重化装置（ＤＳ
ＬＡＭ）、光ネットワークユニット（ＯＮＵ）、無線基地局などである。
【０００９】
　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）　ＭＡＮ（ＥＭＡＮ）などのレイヤ２（Ｌ２）集約ネッ
トワークでは、アクセスノードはブリッジを収容するまたはエミュレートする。ブリッジ
は、トラフィックを正しい宛先に転送するために、自己学習転送パラダイムを使用する：
転送テーブルは、着信フレームのソースＭＡＣアドレスを復号化することによって、およ
びこれらのＭＡＣアドレスを、それを通して着信フレームが受信されたそれぞれのポート
（または、物理的もしくは論理的性質である、インタフェース）に向けられた（または関
連付けられた）ものとしてこれらのＭＡＣアドレスを構成することによって、オンザフラ
イで追加される。その関連付けは、あるエージングタイマが満期になった後に削除される
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。
【００１０】
　着信フレームの受信を受けて、ブリッジは、そのフレームの宛先ＭＡＣアドレスをもつ
テーブル索引を使用して出口ポートを判定する。一致が見つからない場合、即ち宛先ＭＡ
Ｃアドレスが特定のポートに向けられたものとしてまだ知られていなかった場合、次にフ
レームは、設定されたポリシに応じて、廃棄されるかすべての出口ポートへとフラッドさ
れる。
【００１１】
　機密保護問題のために、知られていないハードウェアアドレスに向けられた下流フレー
ムは通常はアクセスノード内で廃棄される、即ち加入者のハードウェアアドレスが上流フ
レームから最初に学習されていない場合、または加入者のハードウェアアドレスが古くな
り上流トラフィックがそれ以降は受信されなかった場合には、そのネットワークからセッ
ションセットアップは可能ではない。
【００１２】
　大型のエージングタイマは部分的にその問題を解決する。もう１つの選択肢は、小型の
ＡＲＰエージングタイマを、それが定期的に加入者装置をＡＲＰするように、エッジルー
タ上に構成することである：ＡＲＰ応答は、ＭＡＣアドレス学習をトリガすることになる
。しかし、構成可能なＡＲＰタイマは一般に利用可能ではなく、短いタイマは大規模集約
ネットワークにおいて過剰なブロードキャストトラフィックの原因となる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】２００２年３月８日、Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａ
ｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ（ＩＥＥＥ）発行、表題「Ｉ
ＥＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｌｏｃａｌ　ａｎｄ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　
Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：Ｏｖｅｒｖｉｅｗ　ａｎｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ」、
ｒｅｆ．８０２の文献の§６．３．２．６
【非特許文献２】１９８２年１１月、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａ
ｓｋ　Ｆｏｒｃｅ（ＩＥＴＦ）発行、表題「Ａｎ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ　
Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ」、ｒｅｆ．８２６のコメント要求（ＲＦＣ）
【非特許文献３】ＩＥＴＦによって１９８５年９月に発行された表題「ＢＯＯＴＳＴＲＡ
Ｐ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＢＯＯＴＰ）」のＲＦＣ９５１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の目的は、ネットワーク側から着信接続が確立されることができるようにするこ
と、ならびに、自己学習転送パラダイムのように構成を容易にしたままで、機密保護基準
を向上させることである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　以下を含むアクセスノードによって、本発明の目的は達成され、先行技術の前述の欠点
は克服される：
－　宛先ハードウェアアドレスとそれぞれの出口インタフェースの間に１対１の関連付け
を含む転送テーブルに従ってデータトラフィックを転送するようになされた転送手段、
－　前記転送テーブルの中に転送エントリを構成するようになされた転送構成手段、およ
び
－　自動構成サーバとそこにネットワークアドレスを割り当てるための加入者装置の間で
交換される自動構成メッセージを捕捉するようになされた捕捉手段
であって、前記転送構成手段が前記捕捉手段に結合され、さらに特定の加入者装置の特定
のハードウェアアドレスに関連する特定の転送エントリの構成を前記特定の加入者装置へ
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の特定のネットワークアドレスのリースと同期させるようになされる手段。
【００１６】
　自動構成メッセージの例は動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）メッセージであり、
自動構成サーバの一例はＤＨＣＰサーバである。
【００１７】
　特定の加入者ポートへの特定のハードウェアアドレスの境界をその特定のハードウェア
アドレスを保持する、その特定のポートに結合された対応する加入者装置への特定のネッ
トワークアドレスのリースと同期させることによって、および、かかる境界がリースの間
ずっと有効であることを確実にすることによって、対応する加入者が論理的にネットワー
クにまだ接続されている間にハードウェアアドレスが古くなるのを防ぎ、それによってネ
ットワークからの着信接続が、加入者装置の遠隔管理のためなどに、いつでも確立される
ことができるようにする。
【００１８】
　本発明はさらに、ハードウェアアドレスのスプーフィングがなおさら難しくなるという
点でさらに有利である。
【００１９】
　本発明によるアクセスノードのさらなる実施形態は、前記転送構成手段がさらに、前記
特定の加入者装置への前記特定のネットワークアドレスの割当て、それぞれのリリース、
を受けて前記特定の転送エントリに関連する特定のエージングタイマを停止する、それぞ
れ再開する、ようになされることを特徴とする。
【００２０】
　本実施形態は、自己学習転送パラダイムに加えて起こるので、特に有利である。自動構
成サーバと加入者装置の間で交換される本当に最初のメッセージが、新しい転送エントリ
を転送テーブルに追加させ、対応するエージングタイマを始動させる。その加入者装置へ
のネットワークアドレスの割当てを受けて、エージングタイマの機能は停止される。リー
スタイマが満期となる、そのネットワークアドレスのリリースを受けて、または加入者装
置か自動構成サーバからの明示的リリースを受けて、エージングタイマは再開する。エー
ジングタイマが満期になるとき、転送エントリは転送テーブルから取り除かれる。
【００２１】
　本発明によるアクセスノードの代替実施形態は、前記転送構成手段が、前記特定の加入
者装置への前記特定のネットワークアドレスの割当て、それぞれのリリースを受けて、前
記特定の転送エントリを追加する、それぞれ削除する、ようにさらになされることを特徴
とする。
【００２２】
　ネットワークアドレスが加入者に有効に割り当てられた後には、転送エントリは対応す
るハードウェアアドレスについて追加され、その加入者から／へのトラフィックがブリッ
ジを介して流れ始める。ネットワークアドレスがリリースされた後は、対応する転送エン
トリは取り除かれ、ＤＨＣＰトラフィックを除くどのトラフィックも廃棄させる（ＤＨＣ
Ｐトラフィックは通常はＤＨＣＰコンテキスト情報を用いて転送される）。本実施形態で
は、自己学習パラダイムは、ネットワークアドレスの割当ておよびリリースとそれぞれ同
期した準静的転送エントリ（または半永久的な、即ちリース時間中に古くならない、転送
エントリ）の追加および除去に取って代わられる。
【００２３】
　本発明はまた、アクセスノードの転送テーブルを構成する含む方法にも関し、方法は：
－　宛先ハードウェアアドレスとそれぞれの出口インタフェースの間の１対１の関連付け
を含む転送テーブル内に転送エントリを構成するステップ、および
－　そこにネットワークアドレスを割り当てるために自動構成サーバと加入者装置の間で
交換される自動構成メッセージを捕捉するステップを含み、
前記方法はさらに、特定の加入者装置の特定のハードウェアアドレスに関連する特定の転
送エントリの構成を前記特定の加入者装置への特定のネットワークアドレスのリースと同
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期させるステップを含む。
【００２４】
　本発明による方法の実施形態は、本発明によるアクセスノードの実施形態に対応する。
【００２５】
　特許請求の範囲でも使用される、用語「含む」は、その後に記載される手段に限定され
るものとして解釈されるべきではないことに留意されたい。従って、表現「手段Ａおよび
Ｂを含む装置」の範囲は、構成要素ＡおよびＢのみからなる装置に制限されるべきではな
い。それは、本発明に関して、その装置の関連構成要素がＡおよびＢであることを意味す
る。
【００２６】
　最後に、特許請求の範囲でも使用される、用語「結合された」は、直接接続のみに限定
されるものとして解釈されるべきではないということに留意されたい。従って、表現「装
置Ｂに結合された装置Ａ」は、装置Ａの出力が直接装置Ｂの入力に接続されたおよび／ま
たはその逆の装置またはシステムに制限されるべきではない。それは、他の装置または手
段を含む経路でもよい、Ａの出力とＢの入力の間におよび／またはその逆に経路が存在す
ることを意味する。
【００２７】
　添付の図面と共に実施形態の以下の説明を参照することによって、本発明の前述のおよ
び他の目的および特徴が明らかとなり、本発明自体が最もよく理解されることになろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】集約ネットワークを表す図である。
【図２】本発明によるアクセスノードの第１の実施形態を表す図である。
【図３】本発明によるアクセスノードの第２の実施形態を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１には加入者装置１（ＣＰＥ）、アクセスノード２、イーサネット（登録商標）ベー
スの集約ネットワーク３（ＥＭＡＮ）、ＤＨＣＰサーバ４、エッジルータ５、およびイン
ターネット４３を含むデータ通信システムが示されている。
【００３０】
　加入者装置１は、アクセスノード２に結合される。アクセスノード２、ＤＨＣＰサーバ
４、エッジルータ５は、集約ネットワーク３に結合される。エッジルータ５はさらにイン
ターネット６に結合される。
【００３１】
　ＤＨＣＰサーバ４は、動的に構成されたクライアントホストにネットワークアドレスを
割り当て、構成パラメータを配信するようになされる。ＤＨＣＰサーバ４は、限られた期
間（またはクライアントが明示的にそのアドレスを放棄するまで）クライアントにＩＰア
ドレスを割り当てる。動的割当ては、それが割り当てられたクライアントによってもはや
必要とされないアドレスの自動的再利用を可能にする。従って、動的割当ては特に、ただ
一時的にネットワークに接続されることになるクライアントにアドレスを割り当てるのに
、またはパーマネントＩＰアドレスを必要としない一群のクライアントの間でＩＰアドレ
スの限られたプールを共用するのに有用である。
【００３２】
　図２には、以下の機能ブロックを含む、本発明によるアクセスノード２ａが示されてい
る：
－　モデム、ゲートウェイ、ルータ、パーソナルコンピュータ、セットトップボックス、
携帯または無線端末などの、加入者装置への有線または無線伝送を介した結合のための加
入者入出力ポート１１から１７、
－　集約ネットワークへの結合のためのネットワーク入出力ポート２１および２２、
－　転送テーブル３２を含むイーサネットスイッチ３１、
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－　転送構成ユニット３３、
－　ＤＨＣＰ（またはＢＯＯＴＰ）中継エージェント。
【００３３】
　イーサネットスイッチ３１は、加入者ポート１１から１７に、ネットワークポート２１
および２２に、転送構成ユニット３３に、ならびにＤＨＣＰ中継エージェント３４に結合
される。転送構成ユニット３３はさらにＤＨＣＰ中継エージェント３４に結合される。
【００３４】
　イーサネットスイッチ３１は、任意の出口ポートに向けて任意の入口ポートからの任意
の着信イーサネットフレームを切り替えるようになされる。新しい着信フレームの受信を
受けて、イーサネットスイッチ３１は、そのフレームの宛先ＭＡＣアドレスをもつテーブ
ル索引を用いて出口ポートを判定する。一致が見つからない場合、次にそのフレームは廃
棄される（下流）またはフラッドされる（上流）。
【００３５】
　イーサネットスイッチ３１はさらに、新しい着信イーサネットフレームがまだその入口
ポート（即ち、それを介してフレームが受信されたポート）と関連付けられていないソー
スＭＡＣアドレスをもつときはいつでも転送構成ユニット３３をトリガするようになされ
る（ｎｅｗ＿ｉｎｃｏｍｉｎｇ＿ｆｒａｍｅ（Ｓ，ｐｏｒｔ＿ｉｄ）メッセージを参照）
。トリガは、ソースＭＡＣアドレス（Ｓ）と入口ポートの論理識別子（ｐｏｒｔ＿ｉｄ）
の両方を含む。
【００３６】
　イーサネットスイッチ３１はさらに、アプリケーションプログラミングインタフェース
（ＡＰＩ）などを介してさらに処理するためにＤＨＣＰトラフィックをＤＨＣＰ中継エー
ジェント３４へと転送するようになされる。捕捉されたＤＨＣＰトラフィックが本発明に
従って処理された後は、それは、場合によっては指定された出口ポートを介する、さらな
る転送のためにイーサネットスイッチ３１に返される。
【００３７】
　転送テーブル３２は、学習されたソースＭＡＣアドレスとそれぞれのポート識別子の間
に１対１の関係を維持する。
【００３８】
　転送構成ユニット３３は、イーサネットスイッチ３１とＤＨＣＰ中継エージェント３４
の両方から受信されるトリガに基づいて転送テーブル３２を構成するようになされる。
【００３９】
　さらに具体的には、転送構成ユニット３３は、特定のソースＭＡＣアドレス（Ｓ）を特
定のポート識別子（ｐｏｒｔ＿ｉｄ）と関連付ける新しい転送エントリを書き込む（転送
構成ユニット３３とイーサネットスイッチ３１の間のａｄｄ＿ｅｎｔｒｙ（Ｓ，ｐｏｒｔ
＿ｉｄ）メッセージを参照）か、既存の転送エントリを削除する（ｄｅｌｅｔｅ＿ｅｎｔ
ｒｙ（Ｓ，ｐｏｒｔ＿ｉｄ）メッセージを参照）か、または学習されたＭＡＣアドレスを
別のポート識別子に再度関連付けることによって既存の転送エントリを更新する（ｕｐｄ
ａｔｅ＿ｅｎｔｒｙ（Ｓ，ｐｏｒｔ＿ｉｄ）メッセージを参照）。
【００４０】
　転送構成ユニット３３はさらに、新しいエントリが追加されるまたは既存のエントリが
更新されるときはいつでもエージングタイマを始動するように、およびこのタイマが満期
になった後は対応する関連付けを削除するようになされる。
【００４１】
　転送構成ユニット３３はさらに、その特定のハードウェアアドレスを保持しその特定の
ポートに結合された特定の加入者装置へのネットワークアドレスの割当て、それぞれのリ
リースと同期して、特定のポート識別子に特定のハードウェアアドレスを関連付ける、特
定の転送エントリに対応するエージングタイマを休止し、それぞれ再開するようになされ
る。その同期トリガは、ＤＨＣＰ中継エージェント３４によって発行される。
【００４２】
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　ＤＨＣＰ中継エージェント３４は、クライアント装置からの任意のＤＨＣＰメッセージ
をＤＨＣＰサーバ４へ、およびその逆に、中継するようになされる（図２のＤＨＣＰ＿ｔ
ｒａｆｆｉｃを参照）。ＤＨＣＰ中継エージェント３４は、ＩＥＴＦによって１９８５年
９月に発行された表題「ＢＯＯＴＳＴＲＡＰ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＢＯＯＴＰ）」のＲＦ
Ｃ９５１に記載されるようなＢＯＯＴＰ中継エージェントを実装する。
【００４３】
　ＤＨＣＰ中継エージェント３４はさらに、それによって特定の加入者装置が有効にＩＰ
アドレスを割り当てられるＤＨＣＰＡＣＫメッセージの捕捉を受けて転送構成ユニット３
３をトリガするようになされる（ＩＰ＠＿ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ（Ｓ）メッセージを参照
、ＳはＤＨＣＰＡＣＫメッセージ内のｃｈａｄｄｒフィールドから読み取られた対応する
加入者装置のＭＡＣアドレスを示す）。
【００４４】
　ＤＨＣＰ中継エージェント３４はさらに、その値がＤＨＣＰＡＣＫメッセージのＤＨＣ
Ｐオプションフィールド内に符号化されたものとしてのＩＰリース時間と一致する、タイ
マを始動するようになされる。タイマの満期を受けて、ＤＨＣＰ中継エージェント３４は
転送構成ユニット３３に対応するＩＰアドレスのリリースについて知らせる（ＩＰ＠＿ｒ
ｅｌｅａｓｅ（Ｓ）メッセージを参照）。それによって加入者装置が前に割り当てられた
そのＩＰアドレスをリリースするＤＨＣＰＲＥＬＥＡＳＥメッセージの捕捉を受けて、或
いは、ＤＨＣＰサーバ４が加入者装置の前に割り当てられたそのＩＰアドレスをリリース
させるＤＨＣＰＦＯＲＣＥＲＥＮＥＷメッセージの捕捉を受けて、ＤＨＣＰ中継エージェ
ント３４がそのように行う。
【００４５】
　本実施形態の動作は、アクセスノード２ａの加入者ポート１１に結合されるものと仮定
される、加入者装置１を参照して続く。
【００４６】
　最初に、加入者装置１（より具体的には加入者装置１に収容されたＤＨＣＰクライアン
ト）がＤＨＣＰセッションを始動してＤＨＣＰサーバからネットワーク構成パラメータを
取得する。そのネットワーク構成パラメータは、ＩＰアドレス、１次のおよび２次のドメ
インネームサーバ（ＤＮＳ）のＩＰアドレス、ゲートウェイのＩＰアドレス、サブネット
マスクなどを含む。
【００４７】
　ＤＨＣＰセッションは、ソースＭＡＣアドレスとしての加入者装置１のＭＡＣアドレス
、ここではＭＡＣ＠１、をもつ、および宛先ＭＡＣアドレスとしてのブロードキャストＭ
ＡＣアドレスＦＦ：ＦＦ：ＦＦ：ＦＦ：ＦＦ：ＦＦをもつ、ＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲメ
ッセージ、現在はＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１、をブロードキャストすることによって始
動される。
【００４８】
　イーサネットスイッチ３１は、ＤＨＣＰメッセージとしてＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１
メッセージを識別し（ＵＤＰクライアント／サーバポート番号の調査によってなど）、そ
れによってＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１メッセージをＤＨＣＰ中継エージェント３４に引
き渡す。
【００４９】
　ＤＨＣＰ中継エージェントは、その１つのＩＰアドレスをＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１
メッセージのｇｉａｄｄｒフィールドに書き込み、指定されたネットワークポートを介し
てＤＨＣＰサーバ４へＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１メッセージを転送するようにイーサネ
ットスイッチ３１に要求する。
【００５０】
　ＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１メッセージのソースＭＡＣアドレス、現在はＭＡＣアドレ
スＭＡＣ＠１、は、それを介してＤＨＣＰＤＩＳＣＯＶＥＲ１メッセージが受信されたポ
ート、現在は加入者ポート１１、とまだ関連付けられていないので、同時に、イーサネッ
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トスイッチ３１は転送構成ユニット３３をトリガする。
【００５１】
　転送構成ユニット３３は転送テーブル３２に新しい転送エントリを書き込み、それによ
ってＭＡＣアドレスＭＡＣ＠１はポート１１に束縛され（ここではＳ＝ＭＡＣ＠１および
ｐｏｒｔ＿ｉｄ＝１１をもつａｄｄ＿ｅｎｔｒｙ（Ｓ，ｐｏｒｔ＿ｉｄ）を参照）、新し
いエージングタイマＴ１を始動する。
【００５２】
　ＤＨＣＰセッションは、さらにＤＨＣＰメッセージ（ＤＨＣＰＯＦＦＥＲ、ＤＨＣＰＲ
ＥＱＵＥＳＴ、図示せず）を交換することによって継続し、ＤＨＣＰサーバ４がＤＨＣＰ
クライアントにＤＨＣＰＡＣＫメッセージ、現在はＤＨＣＰＡＣＫ１、を返すことで終了
する。ＤＨＣＰＡＣＫ１メッセージは、加入者装置１に割り当てられたＩＰアドレスＩＰ
＠１、ならびにＩＰリース時間を含み、ネットワークポートを介してアクセスノード２ａ
によって受信される。
【００５３】
　イーサネットスイッチ３１は、ＤＨＣＰＡＣＫ１メッセージをＤＨＣＰ中継エージェン
ト３４に受け渡す。ＤＨＣＰ中継エージェント３４は、それぞれＤＨＣＰＡＣＫ１メッセ
ージのｃｉａｄｄｒおよびｃｈａｄｄｒフィールドからＩＰ＠１およびＭＡＣ＠１を読み
取り、ネットワークアドレス割当てについて転送構成ユニット３３に通知する（現在Ｓ＝
ＭＡＣ＠１をもつＩＰ＠＿ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ（Ｓ）メッセージを参照）。
【００５４】
　同時に、ＤＨＣＰ中継エージェント３４は、その値がＤＨＣＰＡＣＫ１メッセージのＤ
ＨＣＰオプションフィールド（リース時間）から読み取られた値と一致する、リースタイ
マＴ２を始動する。
【００５５】
　その結果、転送構成ユニット３３は、ＭＡＣ＠１に関連する転送エントリについて動作
するものとしてエージングタイマＴ１を識別し、このタイマを休止する。
【００５６】
　最終的に、ＤＨＣＰ中継エージェント３４は、宛先ＭＡＣアドレスの代わりに加入者装
置１のＭＡＣアドレスを使用し、イーサネットスイッチ３１にＤＨＣＰＡＣＫ１メッセー
ジを加入者装置１へ転送するよう要求する。
【００５７】
　タイマＴ２の満了を受けて、またはそれぞれＤＨＣＰサーバ４または加入者装置１から
のＤＨＣＰＦＯＲＣＥＲＥＮＥＷかＤＨＣＰＲＥＬＥＡＳＥメッセージの受信を受けて、
ＤＨＣＰ中継エージェント３４はＩＰアドレスリリースについて転送構成ユニット３３に
通知する（現在はＳ＝ＭＡＣ＠１をもつＩＰ＠＿ｒｅｌｅａｓｅ（Ｓ）メッセージを参照
）。
【００５８】
　その後すぐに、転送構成ユニット３３は、エージングタイマＴ１をＭＡＣ＠１に関連す
る転送エントリについて休止されたものとして識別し、このタイマを再開する。タイマＴ
１の満了を受けて、ＭＡＣ＠１に関連する転送エントリは古くなり、転送テーブル３２か
ら取り除かれる（現在Ｓ＝ＭＡＣ＠１およびｐｏｒｔ＿ｉｄ＝１１をもつｄｅｌｅｔｅ＿
ｅｎｔｒｙ（Ｓ，ｐｏｒｔ＿ｉｄ）を参照）。
【００５９】
　代替方法として、転送構成ユニット３４は、ＩＰアドレス割当てを受けてエージングタ
イマＴ１を停止することができ、ＩＰアドレスのリリースを受けて新しいエージングタイ
マＴ１’を始動する。タイマＴ１’の満了を受けて、ＭＡＣ＠１に関連する転送エントリ
が転送テーブルから取り除かれる。本実施形態は、タイマコンテキストが維持される必要
がない点でかなり有利である。
【００６０】
　さらに代替方法として、ＤＨＣＰスヌーパ機能は、ＤＨＣＰ中継エージェント３４の代
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間で交換されるＤＨＣＰメッセージの複製を得る。複製は、さらなる転送のために、イー
サネットスイッチ３１に戻されない。
【００６１】
　図３には本発明によるアクセスノード２ｂの代替実施形態が示され、そこでは転送構成
ユニット３３は自己学習転送パラダイムを実装せず（少なくとも加入者ポートについて）
、転送テーブル３２に準静的転送エントリを追加または削除するのにＤＨＣＰ中継エージ
ェント３４からのＩＰアドレス割当ておよびリリースメッセージに依存するのみである。
リースタイマＴ２は、ＤＨＣＰＡＣＫメッセージの受信を受けてやはり始動され、転送エ
ントリは、このタイマの満了を受けて、またはＤＨＣＰサーバもしくはＤＨＣＰクライア
ントによるＩＰアドレスのリリースを受けて、取り除かれる。
【００６２】
　最後の注釈は、本発明の実施形態が機能ブロックに関して前述されているということで
ある。前述の、これらのブロックの機能説明から、電子装置を設計する当業者にはよく知
られている電子構成要素でどのようにしてこれらのブロックの実施形態が製造されること
ができるかが明らかとなろう。従って、機能ブロックの内容の詳細なアーキテクチャは与
えられていない。
【００６３】
　本発明の原理が具体的な装置に関して前述されているが、本記述は例としてのみ行われ
、添付の特許請求の範囲に定義されるような本発明の範囲への制限としてではないことを
明確に理解されたい。

【図１】 【図２】
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